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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，財団法人日本規格協会(JSA)から工業標準原

案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣

が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 

JIS X 4157 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS X 4157-2 第 2 部：データモデル 

JIS X 4157-3 第 3 部：XML 構文 

JIS X 4157-4 第 4 部：正準化（予定） 
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トピックマップ－第 2 部：データモデル 
Information technology－Topic Maps－Part 2: Data model 

 
序文 

この規格は，2006 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 13250-2 を基に，技術的内容及び対応国際規格

の構成を変更することなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

0 導入  

トピックマップ技術は，知識を記号化し，この記号化された知識を関係がある情報資源に結び付ける技

術である。トピックマップは，論議の主題 (subject) を表現するトピック (topic)，主題間の関係を表現す

る関連 (association) 及び主題と主題に関連する情報資源とを結び付ける出現 (occurrence) によって組織

化される。 

トピックマップは，ファイルの中，データベースの中，実行中のプログラムの内部データ構造，精神的

な人の記憶に基づくなどのトピックマップ技術構文を使い，いろいろな方法で表現できる。これらすべて

の形式は，同一の抽象構造を表現するいろいろな方法になっている。この規格は，データモデルの形式で

構造を定義する。 

注記 “トピックマップ (topic maps)”は，この規格では，二つの方法で用いられている。すなわち，

この規格の名前を意味する大文字で書かれた固有名詞“トピックマップ技術 (Topic Maps)”及

び普通名詞“トピックマップ (topic map)”の複数形である。両方の用語は，箇条 3 で定義して

いる。 

 

1 適用範囲  

この規格は，トピックマップ技術のデータモデルについて規定する。データモデルは，情報集合の形式

を用いてトピックマップ技術の抽象構造を定義し，散文的な説明を用いてある程度までその解釈を定義す

る。トピックマップ技術の併合規則，基本的な主題識別子についても定義する。 

データモデルは，トピックマップ技術交換構文の解釈を定義し，正準化，問合せ，制約などの関係規格

を定義するための基礎となることを目的とする。これらの関係規格のすべては，この規格の範囲外とする。 

注記 1 箇条 1 は，この規格の適用範囲 (scope) を定義する。5.3.3 で定義され，トピックマップ技術

の文脈だけに適用される“有効範囲 (scope)”の概念と混同してはならない。 

注記 2 この規格は，適合性を規定しない。その理由は，この規格はデータモデルの定義であって，

それ自体には，適合性を規定できないことによる。 

注記 3 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO/IEC 13250-2:2006，Information technology－Topic Maps－Part 2: Data model (IDT) 


